
RESEARCH ARTICLES Nature of Kagoshima Vol. 45

249

　はじめに

ヒメジ科魚類は日本から 3属 27種が報告され

て い る（Yamashita et al., 2011；Motomura et al., 

2012；波戸岡・土居内，2013；池田・中坊，

2015；萬代ほか，2018a, b；小枝ほか，2018；小枝，

2018）．そのうちフタスジヒメジ Parupeneus 

crassilabris (Valenciennes, 1831)はこれまでに日本

国内において静岡県下田・大瀬崎，和歌山県串本，

高知県柏島，および琉球列島から記録されていた

（山川，1984b, 1997；益田ほか，1988；波戸岡・

土 居 内，2013；Nakae et al., 2018； 萬 代，2018, 

2019）．また，コハクヒメジ Upeneus sulphureus 

Cuvier, 1829はこれまでに日本国内において長崎

県と沖縄県からのみ記録されていた（山川，

1984a；波戸岡・土居内，2013）．

鹿児島県の魚類相調査の過程で，薩摩半島西

岸に位置する南さつま市笠沙町の沖からそれぞれ

1個体のフタスジヒメジとコハクヒメジが採集さ

れた．これらの標本は前者が九州沿岸におけるフ

タスジヒメジの標本に基づく初めての記録とな

り，また後者は鹿児島県におけるコハクヒメジの

標本に基づく初記録となるため，ここに報告する．

　材料と方法

標本の計数・計測方法は Randall and Kulbicki 

(2006)と Uiblein and Gledhill (2015)にしたがった．

計測はデジタルノギスを用いて 0.1 mm単位まで

行い，計測値は標準体長（standard length）に対

する百分率（%）で示した．標準体長は体長と表

記した．標本の作製，登録，撮影，および固定方

法は本村（2009）に準拠した．フタスジヒメジと

コハクヒメジの生鮮時の体色の記載は，固定前に

撮影された鹿児島県産の標本（記載標本の項を参

照）のカラー写真に基づく．本報告に用いた標本

は鹿児島大学総合研究博物館（KAUM）に保管

されており，上記の生鮮時の写真は同館のデータ

ベースに登録されている．

　結果と考察

Parupeneus crassilabris (Valenciennes, 1831)

フタスジヒメジ　（Fig. 1; Table 1）

標本　KAUM–I. 116720，体長 45.0 mm，鹿児

島県南さつま市笠沙町片浦漁港外（31°25′17″N, 

130°10′58″E），水深 2 m，2018年 6月 1日，手網，

伊東正英．

記載　計数・計測値を Table 1に示す．体はや

や細長く側扁する．体背縁は吻端から第 1背鰭起

部まで上昇し，眼前で僅かに凹む．その後，体背

縁は第 1背鰭起部から第 1背鰭基底後端まで下降

し，第 1背鰭基底後端から第 2背鰭起部まで上昇

し，尾柄にかけて緩やかに下降する．体腹縁は下

顎先端から腹鰭起部まで下降し，腹鰭起部から尾

柄にかけて緩やかに上昇する．肛門は前後方向に

長い楕円形で臀鰭起部前方に位置する．眼は円形
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で頭部背縁付近にある．口は小さく，下位．口裂

は体腹縁に沿って下降する．鋤骨と口蓋骨に歯が

ない．両顎に円錐歯が 1列に並ぶ．下顎縫合部に

髭が 1対ある．たたんだ髭の後端は前鰓蓋骨後縁

を越えない．主鰓蓋骨後縁上部に 1棘がある．鱗

は櫛鱗．側線は鰓蓋直上から尾鰭基底にかけて体

背縁に並走する．背鰭は 2基で互いに離れる．第

1背鰭起部は腹鰭起部より後方に位置する．第 1

背鰭は棘からなり，第 1棘は極めて短い．第 3棘

が最も長い．第 2背鰭は第 1軟条のみ不分枝で，

第 2軟条が最も長い．胸鰭基底前端は鰓蓋後縁よ

り僅かに後方に位置し，腹鰭起部よりやや後方に

位置する．胸鰭は第 1軟条と第 2軟条が不分枝．

胸鰭後端は丸みを帯びる．腹鰭軟条はすべて分枝

する．臀鰭起部は第 2背鰭第 3軟条起部直下，臀

鰭基底後端は第 2背鰭基底後端直下にそれぞれ位

置する．臀鰭は第 1軟条のみ不分枝で，第 2軟条

が最も長い．尾鰭は二叉し，後縁は中央部で湾入

する．尾鰭両葉の後端は丸みを帯びる． 

色彩　生鮮時，体側背側は暗褐色で，腹側は

白色．第 1背鰭と第 2背鰭の基底から体側下部に

かけて，体軸に対して垂直な幅広い黒色横帯があ

る．それらの黒色横帯は体腹縁に達さず，胸鰭基

底後端の位置に達する．尾柄に不明瞭な黒色横帯

がある．吻端から眼の前縁にかけて 3本の幅の狭

い黄色縦線がある．頬部は白色．眼の下方に上唇

後縁から前鰓蓋骨後縁にかけて幅の狭い 2本の黄

色縦線がある．髭は淡黄色．眼の周囲に暗色斑が

あり，後部ほど明瞭．虹彩は淡赤色で，縁辺は黄

色がかる．瞳孔は黒色．鰭は全て半透明．第 1背

鰭は黄色がかる．第 2背鰭に 3本の黄色縦線があ

る．第 2背鰭第 1軟条から第 5軟条にかけての基

底部は暗褐色．胸鰭と腹鰭は黄色．臀鰭に 3本の

黄色縦線がある．尾鰭は黄色で，縁辺部は半透明．

固定後，体側上部は白色がかり，体側下部から体

腹面は白色となる．第 1背鰭と第 2背鰭下方の黒

色縦帯は明瞭に残る．各鰭の模様は消失する．

分布　日本，台湾，ベトナム，フィリピン，イ

ンドネシア北スラウェシ，カロリン諸島，オース

トラリア北西岸，ニューカレドニア，フィジー，

およびトンガから記録されている（Randall, 

2004；波戸岡・土居内，2013）．日本国内ではこ

れまで静岡県下田・大瀬崎，和歌山県串本，高知

県柏島，および琉球列島から記録されており（山

川，1984b, 1997；益田ほか，1988；波戸岡・土居

内，2013；Nakae et al., 2018；萬代，2018, 2019），

本研究により，鹿児島県薩摩半島西岸沖における

分布も確認された．

備考　記載標本は鋤骨と口蓋骨に歯がないこ

と，顎歯が大きく円錐形で 1列に並ぶこと，側線

有孔鱗数が 28であること，および背鰭間鱗数が

2であることから Randall (2001, 2004)が定義した

Fig. 1. Fresh specimen of Parupeneus crassilabris. KAUM–I. 116720, 45.0 mm SL, Kasasa, Minami-satsuma, Kagoshima, Japan.
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Parupeneus属の特徴に一致した．さらに，本標本

は第 1と第 2背鰭の下方にある暗色横帯が体腹縁

に達しないこと，眼縁に暗色斑があること，髭が

短く，前鰓蓋骨後縁を越えないことが Randall 

Parupeneus crassilabris Upeneus sulphureus
KAUM–I. 116720 KAUM–I. 123161

Standard length (SL; mm) 45.0 73.8
Counts
Dorsal-fin rays VIII+ 9 VIII+ 9
Pectoral-fin rays 15 16
Pelvic-fin rays I, 5 I, 5
Anal-fin rays I, 7 I, 7
Gill rakers on upper limb 6 7
Gill rakers on lower limb 27 22
Total gill rakers 33 29
Scales along lateral line 28 damaged
Scale rows between dorsal fins 2 damaged
Measurements (as % of SL)
Body depth at first dorsal-fin origin 28.0 36.9
Body depth at anal-fin origin 22.9 35.0
Half body depth at first dorsal-fin origin 20.9 27.4
Half body depth at anal-fin origin 17.8 26.0
Caudal-peduncle depth 9.8 13.6
Caudal-peduncle width 2.9 5.7
Maximum head depth 25.3 33.2
Head depth through eye 17.8 24.4
Suborbital depth 8.4 12.5
Interorbital length 7.3 11.1
Head length 32.0 40.2
Snout length 11.6 13.4
Postorbital length 11.8 18.0
Orbit length 8.0 10.3
Orbit depth 8.2 10.3
Upper-jaw length 10.9 16.8
Lower-jaw length 9.1 15.0
Snout width 8.4 14.8
Barbel length 20.4 25.7
Maximum barbel width 0.4 1.2
First pre-dorsal-fin length 40.7 52.4
Second pre-dorsal-fin length 63.8 90.9
Interdorsal distance 10.9 22.1
Caudal-peduncle length 22.9 30.5
Pre-anal-fin length 65.1 90.4
Pre-pelvic-fin length 33.1 41.2
Pre-pectoral-fin length 31.6 41.9
Second dorsal-fin depth 23.6 34.7
Pelvic-fin depth 27.1 35.0
Pectoral-fin depth 17.3 23.7
Length of first dorsal-fin base 19.8 26.7
Length of second dorsal-fin base 16.4 20.5
Caudal-fin length 29.1 41.1
Length of anal-fin base 12.7 16.5
Anal-fin height 15.6 22.5
Pelvic-fin length 24.4 29.1
Pectoral-fin length 23.8 32.4
Pectoral-fin width 5.1 6.5
First dorsal-fin height 21.1 33.3
Second dorsal-fin height 14.7 23.7

Table 1. Counts and measurements, expressed as percentages of standard length, of specimens of Parupeneus crassilabris and Upeneus 
sulphureus from Kasasa, Kagoshima, Japan.
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(2004)，波戸岡・土居内（2013），および萬代（2018, 

2019）の報告した Parupeneus crassilabrisの標徴

とよく一致したため，本種と同定された．

フタスジヒメジは第 1と第 2背鰭の下方に暗

色横帯があることから，フタオビミナミヒメジ

Parupeneus insularis Randall and Myers, 2002 と 似

るが，第 1と第 2背鰭の下方にある暗色横帯が体

腹縁に達しないこと（フタオビミナミヒメジでは

達する）と眼の周囲に暗色斑があること（ない）

により識別される（Randall, 2004；波戸岡・土井内，
2013）．

フタスジヒメジの国内における記録は分布の

項に示したとおりであり，本研究において，本種

の九州における記録は見つからなかったことか

ら，記載標本は本種の九州沿岸における初めての

記録である．

Upeneus sulphureus Cuvier, 1829

コハクヒメジ　（Fig. 2; Table 1）

標本　KAUM–I. 123161，体長 73.8 mm，鹿児

島県南さつま市笠沙町松島北東沖（31°25′06″N, 

130°12′32″E），水深 20 m，2018年 11月 3日，定

置網，伊東正英．

記載　計数・計測値を Table 1に示す．体は細

長く側扁する．体背縁は吻端から第 1背鰭起部ま

で上昇し，そこから尾鰭基底上端にかけて緩やか

に下降する．体腹縁は下顎先端から臀鰭起部にか

けて緩やかに下降し，臀鰭起部から尾鰭基部下端

にかけて上昇する．肛門は前後方向に長い楕円形

で臀鰭起部直前に位置する．吻長は眼後長より短

い．眼は円形で頭部背縁付近にある．口は小さく，

下位．口裂は体腹縁に平行に下降する．鋤骨は V

字型．鋤骨と口蓋骨に絨毛状の歯帯がある．下顎

縫合部に髭が 1対ある．たたんだ髭の後端は眼の

後縁下を越える．後鼻孔は眼の僅かに前方に位置

する．主鰓蓋骨後縁上部に小さい 1棘がある．側

線は鰓蓋直上から尾鰭基底にかけて体背縁に並走

する．背鰭は 2基で互いに離れる．第 1背鰭起部

は腹鰭起部より僅かに後方に位置する．第 1背鰭

の第 1棘は極めて短い．第 2背鰭は第 1軟条のみ

不分枝で，第 2軟条が最も長い．胸鰭基底前端は

鰓蓋後縁よりやや後方に位置し，腹鰭起部より前

方に位置する．胸鰭後端は尖る．胸鰭長は腹鰭長

より長い．腹鰭軟条はすべて分枝する．臀鰭起部

は第 2背鰭第 3軟条起部直下に位置する．臀鰭基

底後端は第 2背鰭基底後端直下に位置する．臀鰭

は第 1軟条のみ不分枝で，第 2軟条が最も長い．

尾鰭は二叉し，後縁は中央部で湾入する．尾鰭両

葉後端は僅かに尖る．

色彩　生鮮時，体側背側は暗褐色で，腹側は

白色．鰓蓋後方から尾柄にかけて，体側に 2本の

Fig. 2. Fresh specimen of Upeneus sulphureus. KAUM–I. 123161, 73.8 mm SL, Kasasa, Minami-satsuma, Kagoshima, Japan.
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黄色縦線がある．髭は白色．虹彩は淡赤色．瞳孔

は黒色．第 1背鰭の先端は黒色で，その下方に 3

本の白色縦帯と 2本の暗黄色縦帯が交互にある．

第 1背鰭の白色縦帯は暗黄色縦帯より幅が狭い．

第 2背鰭は白色がかる．第 2背鰭各軟条の先端は

黒色．第 2背鰭第 1軟条から第 3軟条にかけて，

2本の短い暗黄色縦帯がある．胸鰭軟条は褐色．

腹鰭と臀鰭の軟条は淡黄色．尾鰭両葉には模様が

なく，白色がかる．尾鰭の縁辺は暗黄色．尾鰭軟

条は褐色．固定後，体側上部は白色がかり，体側

下部から体腹面は白色となる．各鰭の模様は消失

するが，第 1背鰭先端の黒色域は残る．

分布　モザンビーク，紅海南部から日本，フィ

ジーにかけてのインド・西太平洋に広く分布する

（山川，1984a；Randall, 2001；Imamura, 2011, 2013；
波戸岡・土井内，2013；小枝，2018）．日本国内

ではこれまで長崎県と沖縄県からのみ記録されて

おり（山川，1984a；波戸岡・土居内，2013），本

研究により，薩摩半島西岸沖における分布も確認

された．

備考　記載標本は背鰭棘数が 8であること，鋤

骨と口蓋骨に絨毛状の歯があること，吻長が眼後

長より短いこと，および体側に縦帯があることか

ら，Uiblein and Gouws (2014)，Uiblein and White 

(2015)，Uiblein et al. (2016, 2017)，および萬代ほ

か（2018a,b）などが示した Upeneus属に同定さ

れた．さらに，本標本は第 1鰓弓における総鰓耙

数が 29であること，体側背側が暗褐色であるこ

と，体側に 2本の黄色縦線があること，第 1背鰭

の先端が黒色であり，さらに 3本の白色縦線と 2

本の暗黄色縦線があること，および尾鰭両葉に暗

色の斜走帯がないことが山川（1984a），Randall 

(2001)，Imamura (2011, 2013)，波戸岡・土井内

（2013），および小枝（2018）の報告した Upeneus 

sulphureusの標徴とよく一致したため，本種と同

定された．

コハクヒメジは体側に複数の黄色縦帯がある

ことや第 1背鰭の先端が黒色であることから，ヨ

スジヒメジ Upeneus quadrilineatus Cheng and Wang, 

1963と類似するが，尾鰭両葉に斜走帯がないこ

と（ヨスジヒメジは尾鰭上葉に複数の縦帯があり，

さらに下葉後縁に 1本の斜走帯がある）によって

識別される（山川，1984a；Randall, 2001；波戸岡・

土井内，2013；萬代ほか，2018b）．コハクヒメジ

の国内における記録は，沖縄県と長崎県のみに限

られ（山川，1984a；波戸岡・土居内，2013），本

報告の記載標本は本種の鹿児島県における初めて

の記録である．
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